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小学校社会科における「問い」から思考する授業実践 

－第 5学年における工業生産分野に焦点を当てて－ 

 

 

教育学研究科 教育実践創成専攻 教科領域実践開発コース 初等教育分野 雨宮莉帆  

 

 

1. 問題と研究の目的 

小学校社会科の目標は、学習指導要領(平

成 29年告示)より、「社会生活についての理解

を図り、我が国の国土と歴史に対する理解と

愛情を育て、国際社会に生きる平和で民主的

な国家・社会の形成者として必要な公民的資

質の基礎を養う。」である。しかし、文部科

学省の社会科、地理歴史科、公民科の現状と

課題、改善の方向性（検討素案）【反映版】

（教育課程部会等の審議を踏まえて再整理し

たもの）では、「規制緩和の進展や司法制度

改革など、社会経済システムの高度化・複雑

化が顕著な現代において、将来の社会を担う

子どもたちには、新しいものを創り出し、よ

りよい社会の形成に向け、主体性をもって社

会に積極的に参加し課題を解決していくこと

ができる力を身に付けさせること」の重要性

が指摘され、課題となっている。 

この「新しいものを創り出し、よりよい社会

の形成に向け、主体性をもって社会に積極的

に参加し課題を解決していくことができる力」

を小学校社会科の学習の中でどのようにして

身に付けていけばよいのかを考える。 

また、自分自身の経験を振り返ると、小学

校の社会科で考える時間よりも暗記する、知

識を詰め込む授業が印象に残っている。主体

性をもって社会に積極的に参加し課題を解決

していくことができる力を身に付けるには、

知識を身に付ける授業は大切で必要な授業で

あることはもちもんであるが、そればかりに

なってしまうのではなく、思考する場面を少

しでも取り入れたいと思った。 

以上を踏まえ、研究目的は「新しいものを

創り出し、よりよい社会の形成に向け、主体

性をもって社会に積極的に参加し課題を解決

していくことができる力」を小学校社会科の

学習の中でどのようにして位置づけ、身に付

けていけばよいのか検討する。研究背景から、

「思考力」の育成を目指すこととする。 

 

2．先行研究と授業構成原理 

渡辺井手口(2020)が提示する問いの構造図、

ブルーム(1948)が提唱したブルームタキソノ

ミーを先行研究として提示する。以下のよう

なものである。 

 「問いの構造図」とはもともと森分（1978）

の提唱したものであり、科学的探求学習の授

業の作成や様々な社会科の授業の構造を分析

することに活用されてきた。問いの構造図は、

中核発問（Main Question：MQ）と下位の問い

（Sub-Question：SQ）からなる。設定した中

核発問に答えるためには、いくつか下位の問

いを系統的に設定して、一つずつ問題を解決

していくしか方法がない。一方、知識の構造

図は、もともと教える側が教える内容を構造

化したものであり、ブルームの「タキソノミ

ー」（目標分類学）の発想に基づいている。

社会科では主に認識の領域に絞って、社会事

象に関する知識の構造化に焦点を当ててきた

が、それは必ずしも「児童が追求したい問い」

ではなかった。そこで、最近はこのタキソノ

ミーで動機や態度に関わるものも分類、整理、

構造化したものが注目されている。 
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図１：ブルームタキソノミー 

 

次に、2020 年の教育改革で参考にされた指

標に「ブルームタキソノミー」がある。タキ

ソノミーとは一般的に「分類学」と訳される

が、ブルーム（1948）の研究グループが考え

た、教育の目標を分類したものである。「教

育というものは知識を覚えるだけではダメだ」

ということは 1948年当時から問題視されてお

り、「何がどうなったら、知識以上のことを

学べたといえるのか？」ということを整理し

たものである。改訂版では、さらに「知識次

元」というもう一つの指標が提示され、「タ

キソノミーテーブル」という「表」の形で示

された。このブルームタキソノミーを活用し

て問いを分類し、問いの構造化、子どもの疑

問が構造化できないかと考えた。 

 

図２：タキソノミーテーブル（出典：平成 

２７年４月１５日教育課程企画特別部会 資

料２ 教育目標･内容と学習･指導方法、学習

評価 の在り方に関する補足資料 ver.5） 

 

しかし、このタキソノミーテーブルでは、

小学校社会科で重要視されている人々の思い

や願い、工夫に関する問いの分類ができない。

そこで、改正版ブルームタキソノミーに新た

に人々の思いや願い、工夫に関する項目を追

加した。それが以下の表である。 

 

 
図 3：新たな項目を加えた表 

 

タキソノミーはもともと、教育目標を分類す

るために活用されてきたものであり、学習の

発問を分類することには用いられてきていな

い。小学校社会科における、今回は特に第五

学年の工業生産分野（自動車生産の分野）に

焦点を当てている。工業生産の単元の課題は、

全体的に小学校段階の子どもたちには身近な

存在でなく、イメージを膨らませることが難

しい。またそのため、社会事象を自分事とし

て捉えることがまだできていないと考えた。

それに対して本研究は、イメージを膨らませ

にくい単元だからこそ、資料を活用し視覚的

にわかりやすくさせる努力をした。また、少

しでも自分事として捉えることができるよう

に、発問と資料を工夫し、「もし自分が〇〇

〇をする立場であったらどのような工夫する

か、どのようなことに気を付けるか？」とい

う発問を入れることによって乗り越えられる

と考えた。 

タキソノミー分類表は、左上から右下に向

かって行くほど高度な知識と思考過程になっ

ている。単元・授業構成は、その知識と認知

過程の段階性に沿って左上から右下に向かっ

ていくように配置することを原理とする。そ

の上で、実際の授業の発問の順に番号を付け、

分類をした。以下に授業実践の詳細を述べる。 
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3．授業計画 

(1)実習校…山梨県内の公立小学校 

(2)対象…第 5 学年 1 クラスの児童 29 名 

(3)期間…令和 4 年 5 月～12 月 

(4)授業実践 

 本研究では、各単元 1 時間ずつ、2 単元の

合計 2 時間で実践を行った。 

 

1 時間目 

①単元名：自動車生産にはげむ人々「部品は

どこから？」 

②本時のねらい 

・部品調達の流れや部品生産の工夫や努力に

着目して、自動車生産を支える関連工場の役

割を捉えることができる。 

・関連工場で働く人々の工夫や努力を捉える

ことができる。 

③本時における中心発問 

◎なぜ自動車工場は、自分たちの工場で全て

の部品を作らないのだろう？ 

④授業の主な概要 

自動車に使われている部品の数を予想する。

自動車の部品は組み立て工場でつくられるの

ではなく、関連工場というところでつくられ

ることを地図から読み取る。関連工場で働く

人の話を読み、自動車の組み立て工場と関連

工場は互いに依存し信頼しあっている関係で

あることを理解する。ここで、関連工場が止

まると組み立て工場も止まることを防ぐため

には、組み立て工場で全て部品を作ってしま

えば良いのではないか？と問いかけ揺さぶる。

しかし、部品を関連工場でつくっている事実

があるのはなぜか？ということを中心発問と

して考えていくことを目的とする。（思考の

部分）資料を 3 つ用意し、その中から班で 1

つ選び、関連工場で部品を作る理由を考える。

資料はその中心発問を考えるための材料とす

る。最後に、もし自分が自動車の関連工場で

働くとしたらどのようなことに気をつけるか、

どのようなことを工夫するかを考えてから、

ジャストインタイム方式について理解する。 

 

⑤本時の展開（指導案抜粋） 

学習 

過程 

学習活動と内容 

発問（〇）主発問（◎） 

導入 

(5 分） 

・前時の復習 

〇組み立て工場では、どのような

工夫をしていたか？ 

○自動車の部品には何があるか？

【①A-1】 

 

〇一台の自動車に使う部品は全部

で何個あるか？【②A-1】 

 

〇大量の自動車の部品は組み立て

工場にあるのか？ないのか？ 

（予想） 

展開① 

(10 分） 

 

 

 

 

 

〇組み立て工場のほかにどんな工

場があるか？【③A-1】 

 

・自動車の部品をつくる工場を関

連工場という。 

 

・教科書 p.129「部品が届かなく

なると」を読む。 

 

〇関連工場が止まってしまった

ら、どうなるか？（逆に、自動車

工場が止まってしまったらどうな

るか？） 

 

〇自動車の組み立て工場と、関連

工場はどのような関係性である

か？【④C-4】 

展開② 

(25 分) 

◎なぜ自動車工場は、自分たちの

工場で全ての部品を作らないのだ

ろう？【⑤C-4】 

 

○自分が関連工場で働いていた

ら、どのようなことに気を付ける

か？【⑥D-3】 

 

・ジャストインタイム方式を理解

する。 

 

 

 

自動車の部品はどこから、どのよ

うに届けられるのか考えよう。 
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まとめ 

(5 分) 

・自動車の部品は、関連工場から

注文通りに届けられる。 

 

 

2 時間目 

①単元名：自動車生産にはげむ人々「完成し

た自動車のゆくえ」 

②本時のねらい 

・自動車が工場から販売店までに届くまでの

流れに着目して、出荷に関わる人たちの工夫

や努力、工場の立地と輸送との関係について

捉えることができる。 

・運ぶ距離や重さによって、適切な輸送の方

法で行っていることを捉えることができる。 

③本時における中心発問 

◎なぜ、自動車を運ぶときに船とキャリアカ

ーを使い分けるのか？ 

④授業の主な概要 

最初に、完成した自動車はどのように販売

店や私たちの元へ運ばれるのか予想し見通し

を立てる。自動車工場の立地を復習し、販売

店までの流れを教科書で確認する。船とキャ

リアカーを使い分けて運んでいることがわか

るため、その 2 つについて長所・短所を考え

る。この活動は中心発問である「なぜ自動車

を運ぶときに船とキャリアカーを使い分ける

のか？」を考えるための材料を集める役割を

持つ。長所・短所を出したところで中心発問

を考えていく。この時間も、最後にもし自分

が自動車の積み込み作業をするとしたらどの

ようなことに気をつけるか、どのようなこと

を工夫するかを考える。 

⑤本時の展開（指導案抜粋） 

学習 

過程 

学習活動と内容 

発問（〇）主発問（◎） 

導入 

(5 分） 

・前時の復習 

○自動車の部品はどのように運

ばれていたか？ 

 

〇完成した自動車は、販売店に

どのように届けられるのか？

（予想） 

 

 

展開① 

(25 分） 

 

 

 

 

〇自動車工場は、どのような場

所に立地していただろうか？ 

【①A-1】 

 

○なぜ、海沿いや道路の近くに

立地しているのか？ 

【②C.D-2】 

 

・販売店までに運ばれる流れの

確認（ア～カ） 

 

〇自動車を運ぶ手段として何と

何があったか？【③A-1】 

 

〇船とキャリアカーの長所・短

所を考えよう。【④C-4】 

 

・出てきた長所・短所を順位付

けする。 

 

◎なぜ、自動車を運ぶときに船

とキャリアカーを使い分けるの

か？【⑤B-5】 

展開② 

(10 分) 

〇自分が積み込み作業をすると

したら、どのようなことに気を

付けるか？どんな工夫をする

か？ 

【⑤D-4】 

まとめ 

(5 分) 

・完成した車は、船やキャリア

カーで傷をつけないよう、運ば

れている。 

 

4．授業の実際と考察 

（１）授業実践の結果 

 ワークシートの記述では以下のような中心

発問に対する記述が得られた。（2 時間目は意

見をまとめた板書）それらを挙げながら、本

研究の分析と考察をそれぞれ以下に述べてい

く。 

 

 

 

 

完成した自動車は、どのように

運ばれるのか考えよう。 
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【1 時間目】 

 

 

 

【2 時間目】 

 

 

（２）分析 

前述した研究の目的と照らし合わせながら、

事前に作成した「問の構造図」と「タキソノ

ミー分類表」を基に分析をする。成果は二つ

ある。 

① 発問をタキソノミー分類表に沿って分類

すると、発問が移行した場面ではどのよ

うな活動が行われ、どのような思考がさ

れていたのかを読み取ることができる。 

② タキソノミー分類表に人々の工夫や努

力・願い・意図を加えると、発問の関係

からそれらを効果的に考えることができ

る。 

 

 

（３）成果についての考察 

＜1時間目＞ 

【問いの構造図】 

 

 

【タキソノミー分類表】 

 

授業の後半になるにつれて、タキソノミー

分類表の左上から右下に向かって発問が移動

していることがわかる。発問①～③で身に付

けた基礎知識を応用し、資料や働く人の話を

参考に発問④⑤で思考を深めていることがわ

かる。発問①～③から発問④⑤に移行する際、

班で資料を読み取り考える活動を入れたこと

により、深められるようになったと考えられ

る。ワークシートの記述からも読み取ること

ができる。中心発問である発問⑤では、資料

から読み取ることができることを材料に思考

するのはもちろん、発問①～③の知識を活用

している。発問⑥は、社会事象を自分事とし

て捉えることができるような発問になってい

る。発問④⑤を考えた後にこの発問を位置づ

けることによって、本時の内容を踏まえて考

えることができていた。 
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＜2 時間目＞ 

【問いの構造図】 

 

 

【タキソノミー分類表】 

 

実践 1 と同様、授業の後半になるにつれて、

タキソノミー分類表の左上から右下に向かっ

て発問が移動していることがわかる。 

・発問①②は既習事項の復習であり、発問③

は基礎知識を問う発問である。発問③で自動

車を運ぶ手段を捉えた後、発問④で行う活動

が中心発問⑤を考えるための材料となってい

る。発問④～⑤で思考を深めていることがわ

かる。発問④から⑤に移行する際、発問④で

考えた長所・短所を考える活動を入れたこと

により、深められるようになったと考えられ

る。実践 1と同様、発問 6は、社会事象を自

分事として捉えることができるような発問に

なっている。これまでの発問とは異なる見方

から考える。資料(写真)を参考にしながら、

また写真を見て児童の自分自身の生活経験か

ら考えている姿勢も見られた。提示した資料

は以下ものである。児童はこの写真を参考に

しながら考えていた。 

 

 

 

 

 

5．成果と課題、今後の展望 

以上の成果から、2 時間の授業を通して得

られた成果は、発問をタキソノミー分類表に

沿って分類すると、発問が移行した場面では

どのような活動が行われ、どのような思考が

されていたのかを読み取ることができること、

タキソノミー分類表に人々の工夫や努力・願

い・意図を加えると、発問の関係からそれら

を効果的に考えることができることである。

「問いの構造図」と「タキソノミー分類表」

を活用して授業の構造や発問を検討すること

は、有効に働いたと言える。 

しかし、授業実践を行った上で、課題が四点

明らかになった。 

一つ目は、一時間目の中心発問を考える材

料とした資料についてである。タキソノミー

の分類表の右下に深めていく発問に答えてい

くためには、資料が重要な役割を果たしてい

ると考える。以下に資料を示す。 

 

資料 1 
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資料 2 

 

 

資料 3 

 

 

資料の特性を考える。見ただけでイメージ

が湧く視覚的な資料を「ビジュアル」、文字

を多用し説明している資料を「文字資料」と

表す。資料 1 は、ビジュアルと文字資料の両

方の要素を含んでいる、資料 2 と 3 の中間的

なものである。資料 2 は、ビジュアルのみの

資料であり、ありのままの実態が見て取れる。

資料 3 は、主に文字資料の要素を多く含んで

いる。なぜかんばん方式を行っているのか読

み取るのは難しく、実態を加工して表した図

である。この 3 つの資料から 1 つを班で選び

中心発問を考えた結果、6 班のうち 4 班が資

料 1 を選択した。一方、資料 2 を選択した班

はいなかった。このことから、資料の特性の

違いによって、読み取ることができる情報が

異なるため、児童は何を重視して選択するの

かがわかる。つまり、ビジュアルと文字を少

しずつ、両方の要素を含む資料が選択される

傾向にある。ビジュアル資料は意味を確定し

にくい一方、文字資料は意味を確定しやすい

がイメージが浮かばない特性を持っていると

考えられる。であるならば資料 2 のような、

選ばれなかった資料を改善するとするならば、

どのような発問が必要になってくるのか、ビ

ジュアル重視であればどういう資料が児童の

思考を引き出すことができるか、今後は検討

していく。 

二つ目は、発問のあいまいさである。授業

中の児童の反応やワークシートの記述から、

児童は「どのような」や「長所・短所」、「工

夫」といった言葉につまずき、記述が進んで

いない児童が見られた。発問と資料の 2 つか

ら改善することができると考える。「長所・

短所」は抽象的に問うのではなく、船だとで

きること（できないこと）、キャリアカーだ

とできること（できないこと）、どういう時

に船やキャリアカーを使うのかなど、具体的

な発問に変えればさらにたくさんの意見が出

てきたのではないかと考える。本研究では長

所・短所を模造紙に整理したが、一人一台タ

ブレットを活用できるのであれば、先に船と

キャリアカーのそれぞれの特性を書き出し、

それを後から長所・短所に分ける方法も考え

られた。 

三つ目は、二時間共通で自分がその職業に

携わっていたら工夫することを考えたが、少

しイメージが湧きにくく、手が進まない児童

も見受けられた。「工夫」という言葉につま

ずき、上手く表現できなかった児童もいた。

そのような児童を支援するために、資料を活

用していきたい。どのような資料を提示した

ら工夫を引き出すことができるのか検討する

必要がある。また、その時の発問の仕方の検

討も必要である。 

  四つ目は、二時間とも「問いの構造図」を

作成して授業に臨んだため流れが途切れるこ

となく進めることができたが、その反面、教

師主導の授業の進め方になってしまっていた

点である。「問いの構造図」や「タキソノミ

ー分類表」が有効に働いたことは事実だが、

今日求められている児童の主体的・対話的な

学習には到達することができなかったのでは

ないかと考えている。 
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最後に、本研究で開発・実践した授業が示

唆する、思考力を育成する授業を構成する上

で検討課題となることを次の 4 点にまとめた

い。すなわち、①知識と思考過程の分類②そ

れに対応する実際の発問③発問を考えたり、

手掛かりにしたりする教材④発問・教材を授

業の展開上のどこに配置するのか、である。

この 4 点から改めて本研究で開発・実践した

授業を捉えると、まず授業構成原理として、

タキソノミーは左上から右下に向かって高度

な知識や思考になっているが、実際の授業展

開と問いの構造はその順序の通りに必ずしも

ならない場合もあると考えられる。また、児

童の思考の飛躍や思い付きはどのように位置

づけるかを考えていきたい。授業を単純に、

知識や思考過程を低度のものから高度のもの

といった順に巡らせればよいとは限らず、高

度のものから低度のものへと順番が前後した

り、繰り返したりする場合もあると考えられ

る。それらはどのような授業の場合なのか考

えていきたい。 
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